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豊かな自然　歴史と文化に彩られた　果樹園交流のまち　甲州市

Public Relations　No.123

新たなる年、明ける
その稜線をほのかに染めゆく朝日。
（湯の沢峠から望む夜明けの富士山）
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謹
賀
新
年

　

新
年
あ
け
ま
し
て
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希

望
に
輝
く
平
成
28
年
の
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
市
制
施
行
10
周
年
を

迎
え
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
や
催
し

を
通
じ
て
、
多
く
の
皆
様
方
が
交

流
を
深
め
た
と
共
に
、
未
来
へ
の

扉
を
開
く
節
目
の
１
年
で
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
節
目
の
年
の
７
月
に
は
、

甲
州
市
塩
山
下
小
田
原
地
区
「
上

条
集
落
」
が
、
国
の
文
化
審
議
会

か
ら
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
翌
８
月
に
は
、
経
済
産

業
省
が
、
甲
州
ワ
イ
ン
を
取
り
巻

く
本
市
の
地
域
振
興
を
応
援
す
る

「
ふ
る
さ
と
名
物
応
援
宣
言
」
を
国

内
で
初
め
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
日
本
ワ
イ
ン
の
代
表

ブ
ラ
ン
ド
「
甲
州
（
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｕ
）」

を
世
界
へ
販
路
開
拓
、
２
０
１
４

年
度
の
民
間
調
査
で
全
国
22
位
と

発
表
さ
れ
た
「
甲
州
市
ふ
る
さ
と

納
税
」
で
は
、
本
年
度
納
税
額
が

７
億
円
（
平
成
27
年
12
月
現
在
）

を
超
え
る
な
ど
、
着
実
に
甲
州
市

の
施
策
が
各
地
で
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
成
果
と
し
て「
甲
州
市
フ
ァ

ン
」
が
確
実
に
増
え
て
い
る
も
の

と
実
感
し
て
い
ま
す
。

甲州市長
田 辺　篤藤木道祖神祭 太鼓乗り

田野十二神楽
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そ
の
よ
う
な
中
、
我
が
国
で
は

少
子
高
齢
化
な
ど
が
一
層
進
み
、

人
口
減
少
、
少
子
化
問
題
が
大
き

く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
国
を

挙
げ
て
「
地
方
創
生
」
に
向
け
て

の
大
き
な
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
こ
と
を
受
け
、「
甲
州
市
地

域
創
生
検
討
会
議
」
を
立
ち
上
げ
、

現
在
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
の
策

定
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

私
は
市
長
と
し
て
、
こ
の
地
方

創
生
が
新
た
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、

大
き
な
期
待
を
持
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

新
し
い
将
来
へ
と
向
か
う
甲
州

市
の
最
大
の
魅
力
は
、
豊
か
な
自

然
景
観
は
も
と
よ
り
、
先
人
か
ら

継
承
さ
れ
た
歴
史
や
伝
統
、
優
れ

た
技
術
を
持
つ
産
業
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
様
に
よ
っ
て

育
ま
れ
た
地
域
力
こ
そ
が
、
甲
州

市
が
誇
る
地
域
創
生
の
源
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
源
を
最
大
限
に
活
か
し
、

市
民
の
皆
様
と
甲
州
市
を
応
援
し

て
い
た
だ
け
る
皆
様
方
と
の
協
調

で
結
ば
れ
る
「
地
域
総
合
力
」
で
、

個
性
あ
る
豊
か
な
甲
州
市
の
発
展

に
向
け
て
挑
戦
し
て
参
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
方
の
な
お
一
層

の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

県指定無形民俗文化財
一之瀬高橋の春駒
笛・太鼓・鉦によるお囃子と歌に合わせた駒踊りで
構成され、道祖神場や各戸を巡りながら踊り、結婚
や子供の誕生、新築があった家には「水祝儀」や「弁
慶」という特別なお祝いが仕立てられます。
◆開催日　１月10日（日）午後６時～
◆場　所　甘草屋敷（塩山上東地区）

県指定無形民俗文化財
田野十二神楽
明暦 2年頃、伊勢の国から移したものといわれ、そ
の名の通り１２の舞が次々に展開される独特の趣を
持った神楽です。
◆開催日　１月16日（土）午後６時３０分～
◆場　所　田野集会場（大和町田野地区）

市指定無形民俗文化財
藤木道祖神祭 太鼓乗り
燃え上がるどんど焼きの炎を挟んで、向かい合った
大太鼓の上の役者が、歌舞伎の名場面を掛け合いで
演じます。
◆開催日　１月14日（木）午後７時～
◆場　所　放光寺駐車場（塩山藤木地区）

後世に継承“小正月行事”
市内各所で披露される

「民俗芸能」

一之瀬高橋の春駒
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峡東地域
甲州市
山梨市
笛吹市

　
峡
東
地
域
の
美
し
い
農
村
景
観
を
保
全
し
よ
う
と
、
甲
州
市
、

山
梨
市
、
笛
吹
市
の
３
市
と
山
梨
県
が
世
界
農
業
遺
産
の
認
定

を
目
指
し
、
昨
年
の
10
月
27
日
に
峡
東
地
域
世
界
農
業
遺
産
推

進
協
議
会
（
会
長 

田
辺
市
長
）
を
設
立
し
ま
し
た
。
協
議
会
で

は
、
２
０
１
７
年
度
の
世
界
農
業
遺
産
認
定
を
目
指
し
、
県
内

外
へ
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
今
年
度
の
活
動
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

峡
東
地
域
は
、
そ
の
名
の
と
お

り
甲
府
盆
地
の
東
側
に
位
置
し
、

日
本
で
も
有
数
な
扇
状
地
と
し
て

知
ら
れ
、
果
樹
栽
培
に
最
も
適
し

て
い
る
場
所
と
い
わ
れ
、
日
本
を

代
表
す
る
果
樹
王
国
で
あ
る
山
梨

県
の
中
心
的
な
地
域
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
伝
統
あ

る
峡
東
地
域
の
果
樹
農
業
を
将
来

に
わ
た
っ
て
維
持
、
発
展
、
さ
ら

に
は
美
し
い
農
村
景
観
を
後
世
に

残
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
農
家
は
も
と

よ
り
、
若
者
に
と
っ
て
も
魅
力
あ

る
果
樹
農
業
を
実
現
し
て
い
く
こ

と
が
、
最
も
大
切
な
キ
ー
ワ
ー
ド

と
な
り
ま
す
。

後
世
に
伝
え
る
農
村
風
景

若
者
を
魅
了
す
る
果
樹
農
業

世
界
農
業
遺
産
へ
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ま
た
、
世
界
で
認
め
ら
れ
る
果

樹
栽
培
に
取
り
組
む
こ
と
も
必
要

で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
地

域
農
業
や
農
産
物
に
付
加
価
値
を

持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
、
有
利
な

果
樹
販
売
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
に
期
待
で
き
ま
す
。

　

一
方
、
世
界
農
業
遺
産
に
認
定

さ
れ
た
か
ら
、
早
々
に
農
産
物
の

価
格
上
昇
や
地
域
振
興
の
成
果
が

出
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
も
重
要
な
こ
と
は
、
先
人
か

ら
継
承
さ
れ
て
き
た
、
こ
れ
ま
で

の
果
樹
産
地
の
暮
ら
し
が
「
世
界
」

に
認
め
る
こ
と
で
、
峡
東
地
域
の

皆
さ
ん
が
地
域
産
業
へ
の
誇
り
と

自
信
を
、
さ
ら
に
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
で
す
。

　

昨
年
12
月
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

講
演
し
た
永
田
明
さ
ん
（
国
連
大

学
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
高
等
研

究
所
）
は
、「
価
値
を
高
め
る
の
は
、

地
域
に
住
む
皆
さ
ん
で
あ
る
」
と

農
業
遺
産
へ
の
市
民
の
関
わ
り
を

話
し
ま
し
た
。

　

峡
東
３
市
と
山
梨
県
で
設
立
し

た
世
界
農
業
遺
産
推
進
協
議
会
で

は
、
２
０
１
７
年
度
の
認
定
を
目

指
し
て
、
農
林
水
産
省
へ
の
申
請

手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

同
協
議
会
で
は
、
地
域
に
活
性

化
の
好
循
環
を
も
た
ら
す
世
界
農

業
遺
産
の
認
定
に
向
け
て
、
峡
東

３
市
が
一
体
と
な
り
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

世界農業遺産シンポジウム開催

峡東地域世界農業遺産推進協議会と山梨県が昨年１２月６
日、「守ろう、伝統ある果樹農業と美しい農村景観」をテー
マにシンポジウムを勝沼ぶどうの丘で開催しました。シン
ポジウムには地域住民ら約３００人が参加。永田明さんの
基調講演のほか、熊本県阿蘇市の世界農業遺産推進研究会
代表の宮本健真さん、石川県珠洲市役所の金田直之さん、
峡東地域を代表して推進協議会長の田辺市長が登壇し、パ
ネルディスカッションを展開しました。
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重
要
文
化
財

旧
高
野
家
住
宅
「
甘
草
屋
敷
」

■
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

■
入
館
料

　

大
人　
　
　

３
０
０
円

　

小
人　
　
　

２
０
０
円

※
20
名
以
上
の
団
体
割
引
き
有
り

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

甘
草
屋
敷　
☎
33-

５
９
１
０

恵
林
寺「
武
田
信
玄
公
宝
物
館
」

■
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

■
入
館
料

　

大
人　
　
　

５
０
０
円

　

小
人　
　
　

１
０
０
円

※
20
名
以
上
の
団
体
割
引
き
有
り

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

武
田
信
玄
公
宝
物
館

　
☎
33-

４
５
６
０

近
代
産
業
遺
産
「
宮
光
園
」

■
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

■
入
館
料

　

大
人　
　
　

２
０
０
円

　

小
人　
　
　

１
０
０
円

※
20
名
以
上
の
団
体
割
引
き
有
り

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

宮
光
園　
☎
44-

０
４
４
４

ひ
な
飾
り
展
示
会
場

その他の展示会場
＊ドライブイン「信玄館」　☎３３ ‐ ３５５５
　時　間　午前８時３０分～午後５時（無休）
　入館料　無　料
＊ハーブ庭園旅日記　　　  ☎４４ ‐ ３７１５
　時　間　午前９時～午後５時３０分（無休）
　入館料　無　料

＊大菩薩の湯　　　　　　  ☎３２ ‐ ４１２６
＊道の駅「甲斐大和」　　　 ☎４８ ‐ ２５７１
＊ JR 東日本「塩山駅」　
＊ JR 東日本「勝沼ぶどう郷駅」
＊勝沼ぶどうの丘　　　　  ☎４４ ‐ ２１１１
＊旧田中銀行　　　　　　  ☎４４ ‐ ３７５５

　いつにもまして　娘が愛おしい　季節です。 ひ
な
飾
り
と

　
桃
の
花
ま
つ
り

第
14
回
甲
州
市
え
ん
ざ
ん
桃
源
郷

２/１１〜
４/１８
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■主　催　甲州市・甲州市教育委員会・甲州市観光協会
　　　　　甲州市商工会　
■協　力　甲州市観光ボランティアガイドの会
◆お問い合わせ先　観光交流課　☎３２ ‐ ２１１１（代）

City KOSHU Information
４／　９（土）　第 4 ５回信玄公まつり 甲州軍団出陣
４／１２（火）　信玄公忌（恵林寺）
４／１８（月）　秋葉神社例祭（向嶽寺）

ある～く こうしゅう　春のスタンプラリー
３月下旬～４／１８日（月）

つるし飾りづくり無料体験教室
■場　所
　甘草屋敷内「特設会場」
■日　時
　３月中の毎週土曜日
　午前１０時～午後３時

甘草屋敷特産品販売所　☎３３ ‐ ５９１７
　期間中は、特産品の販売。地元産の味噌おでんや甘
酒がおすすめです♪

体験教室では干支
「さる」を作ります。

＊お花見＊
◎平沢「ザゼン草」
　２月下旬～３月下旬
◎慈雲寺「イトザクラ」　
　４月上旬
◎甚六桜公園　４月上旬
◎えんざん桃源郷　
　４月上旬～中旬
◎雲峰寺「峰のサクラ」　
　４月中旬

平沢「ザゼン草」

慈雲寺「イトザクラ」

甚六桜公園

えんざん桃源郷
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塩山上東区
地球温暖化
防止活動

環境大臣表彰

koshu
ZOOM UP

甲州市商工会（松橋勝美会長）が１１月１９日、東京都内
で開催された第５５回商工会全国大会で優良商工会等顕彰
事業：２１世紀商工会グランプリの準グランプリ賞を受賞
しました。
この受賞は、平成２１年度から国、県、市の支援を受けて
取り組んでいる「甲州ワインのＥＵ輸出プロジェクト」に
おいて、甲州種ワインの輸出成果にとどまらず、日本ワイ
ン人気の高まり、地域観光への波及のほか国が地域ブラン
ド成功事例に取り上げたことなどが高く評価されました。
なお、平成２６年度現在では、海外輸出実績が 33,502 本

（EU:12,726 本）と甲州市産のワインが国内のみならず世
界における認知度が高まりました。

塩山上東区が推進している
「リサイクル活動と区民発
電事業」が、１２月２日に
東京都内で開催された平成
２７年度地球温暖化防止活
動環境大臣表彰で「対策活
動実践・普及部門」を受賞
しました。

甲州市商工会
２１世紀商工会
準グランプリ受賞！

（上）準グランプリの表彰を受ける志村商工会副会長
（下）イギリスで開催したプロモーション活動（平成２６年１月）

対策活動実践・普及部門
地球温暖化防止に資するラ
イフスタイル実践・普及活
動、地域における効果的な
節電に関する実践・普及活
動、植林活動等、地球温暖
化を防止する活動の実践・
普及等継続的な取り組み
( 過去の実績は短期間でも
将来、持続的な発展が期待
される活動を含む。) に関
する功績を讃えるもの。

区民の創意工夫／独自の環境施策を実現！
塩山上東区は、ゴミの分別徹底など再資源化を推進しています。特に回
収された資源ゴミの対価で防犯灯の維持管理を賄う取り組みは、独自の
環境施策として注目が集まりました。平成２３年からは甲州市補助金と
資源ゴミの対価によって街路灯や防犯灯のＬＥＤ化に着手し、電気料金
の大幅軽減を実現しました。また、区民の協力により、リサイクルステー
ションに太陽光発電パネルを設置し、その売電収入を電気料金やＬＥＤ
化等の一部に充てています。

平口洋環境副大臣から表彰
を受けた樋川重幸上東区長
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～１月・２月・・ある～くイベント情報～
第５回上条集落見学会
■日　　時　１月１１日（祝）午前１０時～
■コ ー ス　塩山下小田原上条集落内
■場　　所　福蔵院駐車場（集合）
■主　　催　文化財課
◆申し込み・お問い合わせ先　☎３２‐５０７６

勝沼の歴史的風致散策
■日　　時　２月２０日（土）午前９時～
■コ ー ス　立正寺・万福寺周辺
■場　　所　甲州市役所　勝沼支所（集合）
■主　　催　文化財課
◆申し込み・お問い合わせ先　☎３２‐５０７６

基礎から学ぶウォーキング教室
■日　　時　１月１６日（土）小雨決行　午後１時１５分～３時３０分
■場　　所　塩山保健福祉センター（集合）
■内　　容　塩山コース（２ｋ・４ｋから選択）正しい歩き方、靴の履き方、疲れを残さないストレッチ
■定　　員　５０名　市内在住者を対象（足腰に痛みのない方、治療中の方は主治医に相談して参加してください。）
■持 ち 物　歩きやすい服装、靴、リュック、カッパ、飲み物、タオルなど
◆申し込み・お問い合わせ先　健康増進課　健康企画・医療担当　☎３２‐５０１４

ＳＴＡＲＴ！

チャレンジプラス
１,０００歩 !
■参加資格　市内在住者または在勤者
　チャレンジウィーク中（もしくは１月中の連続した１週間）、普段より１０分・１０００歩多くからだを動か
　し、記録表に記入してください。終了後、記録表を提出してください。
　※記録表は、甲州市ホームページからもダウンロードできます。（URL　http://www.city.koshu.yamanashi.jp/）
■記録表提出方法（①～③いずれかの方法で提出してください）
　①持　参　本庁舎　健康増進課、勝沼支所、大和支所窓口へお持ちください。
　②ＦＡＸ　健康増進課　FAX ３２ ‐ ３０７２
　③インターネット　甲州市ホームページからインターネット回答もできます。
■提出期間　　１月８日（金）～２月１０日（水）
◆お問い合わせ先　健康増進課　健康企画・医療担当　☎３２ ‐ ５０１４　FAX ３２ ‐ ３０７２

チャレンジウィーク
１/ １８～１/ ２４

今より１０分・
１０００歩多く

からだを動かそう！

新食育ＰＲスタート
食育じまん発表会
～学びと交流を通じ 食育の実践の輪を広げよう～
■日　時　3 月 12 日（土）午後１時～
■場　所　甲州市民文化会館 2 階 大会議室
■内　容　・食育に関する各分野での取り組みの発表
　　　　　・試食を通じた参加者同士の交流
■参加費　無料
◆お問い合わせ先
　甲州市食育推進会議事務局　健康増進課
　健康づくり担当　☎３3 ‐ ７８１３

ロコロコマーケット
甲州市食育推進事業
■日時　1月31日（日）午前１０時～
■場所　ＪＡフルーツ山梨
　　　　フルーツ直売所 八幡店
■内容　甲州市食育推進会議協力店に　　
　　　　よる食品物の販売
◆お問い合わせ先
　甲州市食育推進会議事務局
　健康増進課　健康づくり担当
　☎３3 ‐ ７８１３

初開催

3/12 キッズクッキング教室 開催
広報２月号で詳細をお知らせします！
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■基本健診（特定健診）内容
　　問診、身体計測、血圧測定、採血（血液検査）、
　　尿検査、医師の診察
　　＊がん検診は行いません。
■対象者・自己負担金
　※今年度、総合健診・国保人間ドック・国保個別健
　　診を受けていない方が対象です。

　●２０歳～３９歳の方
　　・市国民健康保険加入の方　無料
　　・市国保以外の医療保険加入で職場等受診の機会
　　　のない方　１，０００円
　●４０歳～７４歳の方
　　・市国民健康保険加入の方　無料
　　・市国保以外の医療保険加入で「特定健診受診券」
　　　をお持ちの被扶養者の方。
　　　［加入者本人（被保険者）は受診できません。］
　　　自己負担金は加入の医療保険により違います。
　●７５歳以上の方　無料
■持ち物
　　自己負担金、医療保険証、
　　特定健診受診券（４０歳～７４歳の方）
■注意事項
　・受診前日の夕食は午後９時までにすませ、当日は
　　飲食をしないで受診してください。
　・高血圧や心臓の薬を服用されている方は、当日は
　　少量の水で服用してきてください。

追加健診のお知らせ
国保いきいきライフ通信

平成２７年１０月の医療費
医療費全体 ３億３５６万円 （前年同月比 ＋７４９万円）
１人当たり医療費 ２９，２３３円 （前月同月比 ＋１，７３０円）

［国保連　診療報酬請求額基準］

◆お問い合わせ先　国保年金課　保健事業担当
　　　　　　　　　☎３２ ‐ ２１１１（内１１５）

市制施行１０周年記念事業
甲州市国保フォーラム
～タニタの社員食堂に学ぶヘルシーライフ～

日　　時：１月２３日（土）　
　　　　　開場　午後１２時３０分
　　　　　開演　午後１時３０分
場　　所：甲州市民文化会館　２階大会議室
講　　演：タニタの社員食堂セミナー
　　　　　～５００kcal のまんぷく定食のコツ～
講　　師：㈱タニタヘルスリンク
　　　　　管理栄養士　塚本　珠代　氏
★プログラムスケジュール
　開場　午後１２時３０分
　　　体組成計 ･ 血管年齢測定会
　開演　午後１時３０分
　Ⅰ　開会行事
　Ⅱ　国保からのお知らせ
　　　「知ってほしい国保のようす」
　Ⅲ　「タニタの社員食堂セミナー
　　　　～５００kcal のまんぷく定食のコツ～」

タニタの管理栄養士による
調理実習教室

日　　時：１月２３日（土）　
　　　　　午前１０時～
場　　所：甲州市民文化会館　３階調理室
募集定員：３０名（甲州市国保被保険者に限る）
参 加 費：無料
申込方法：１月５日（火）午前８時３０分から
　　　　　電話または国保年金課へ直接お申し込
　　　　　みください。（先着順）
　　　　　※定員になり次第、締め切ります。
◆申込み電話番号
　国保年金課　☎３２ ‐ ５１７３

健康診断をまだ
受けていない方へ

　高血圧、糖尿病、高脂血症などの生活習慣病は、症状がないまま進行します。毎年健診を受けることで、体の
変化に早めに気づき予防することも出来ます。年に一度の健診で、健康管理を始めましょう。

参加者募集

入場無料！
どなたでも

参加できます

■実施日・会場
　１月２０日（水）甲州市民文化会館
　１月２６日（火）勝沼市民会館
　１月２７日（水）甲州市民文化会館

■受付時間
　午前８時３０分～午前１０時３０分
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すくすく学級
　みんなで楽しく学びましょう♡
　市では、生後２～７ヶ月の子どもとその保護者の方
を対象に育児学級を開催しています。「子どもの関わり
で大切なこととは？」、「離乳食開始のタイミング」、「病
気になったらどうする？」などをテーマにそれぞれ専
門の講師を招き、みんなで楽しく学んでいます。参加
者同士で情報交換等しながら交流することもでき、仲
間づくりの場にもなっています。お子さんの成長に合
わせて、育児についての必要な知識や情報を知ってい
ただける良い機会です。
　講義中、ゆっくり参加して頂くため、育児ボランティ
アさんがお子さんをお預かりしてお世話をしてくださ
いますので、ぜひ、ご参加ください。

◇１課：子どもの心を育てる親の関わり
◇２課：離乳食
◇３課：子どもの病気と事故予防、絵本の読み聞かせ
＊日程：すくすくカレンダー、広報にてご確認ください。
＊受付時間：13：10 ～ 13：30
＊講義時間：13：30 ～ 15：30
＊場所：塩山保健福祉センター
＊持ち物：母子健康手帳、バスタオル、おむつセット
※ 2 課は、3 ヶ月健診時に配布しました「離乳食ガイ

ドブック」をご持参ください。
　事前に電話にて予約をお願いいたします。
◆お問い合わせ先
　健康増進課　健康づくり担当
　☎３３ ‐ ７８１２

　

健
康
な
身
体
づ
く
り
の
た
め

に
、
座
っ
て
出
来
る
運
動
や
筋
力

ア
ッ
プ
の
運
動
、
さ
ら
に
認
知
症

予
防
に
効
果
の
あ
る
内
容
も
取
り

入
れ
、
楽
し
み
な
が
ら
参
加
で
き

る
教
室
で
す
！

元
気
に
毎
日
が
過
ご
せ
る
よ
う
、

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

★
ポ
イ
ン
ト

♪
毎
月
１
回
、
市
内
14
会
場
で
開
催

♪
65
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で

　
も
参
加
で
き
ま
す
。

♪
会
場
ま
で
の
送
迎
あ
り
。

♪
参
加
申
込
は
不
要
で
す
。

★
参
加
者
の
声

　
「
し
っ
か
り
運
動
が
で
き
て
地　

　
域
の
人
と
話
が
で
き
て
楽
し
い
」

　
「
参
加
し
て
、
足
腰
が
強
く
な

　
り
ま
し
た
」

　
「
楽
し
み
な
が
ら
、
皆
で
運
動

　
で
き
る
」

・
い
き
い
き
健
幸
教
室
の
日
程
や

会
場
に
つ
い
て
は
広
報
の
情

報
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

お
家
で
出
来
る
運
動
を
ご
紹
介
！

毎
日
運
動
を
継
続
す
る
こ
と
で
、

元
気
で
自
立
し
た
生
活
を
長
く
続

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高齢者の助っ人 一度行ってみるじゃんけ!いきいき健幸教室!
地域包括支援センターです‼

☆ＣＡＴＶの筋力アップ体操☆
　（デジタル１１１チャンネル）
　　　　　　　リモコン番号 11
■放映時間
・塩山・大和　
　午前９時～／午後４時 30 分～
・勝沼地区　　

甲州市からのお知らせの後、15
分程度（午前６時 30 分～／午後
１時 30 分～／ 午後４時 30 分～
／午後 11 時 30 分～）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）

　
☎
32
‐
５
６
０
０
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まちのわだい

記 市制施行１０周年
念シンポジウム開催

　１１月２１日、勝沼ぶどうの丘で「甲州ワインが持
つ伝統とチカラ」と題したシンポジウムを開催しまし
た。基調講演では植松增美さんがこれからの甲州ワイ
ンの振興に求められるものについて語り、パネルディ
スカッションでは、甲州市観光大使の辰巳琢郎さん、
大川栄子さん、中村桂さんをゲストに「日本の食を結
ぶワイン文化」のテーマのもと、トークセッションし
ました。参加した皆さんは甲州ワインの魅力と未来に
思いを馳せながら、熱心に聴いていました。

森 山良子コンサート
　１１月２２日、甲州市民文化会館で「フォークソン
グの時代～市民の歌『みのりの風　虹の丘』をみんな
で歌おう～」と題した森山良子さんのコンサートを開
催しました。会場には約８００名の皆さんが訪れ、森
山良子さんの澄みわたる歌声に聴き入りました。
　「この広い野原いっぱい」や「涙そうそう」などの
代表曲など約２０曲を披露し、コンサート終盤では、
５年前に作曲した甲州市民の歌「みのりの風　虹の丘」
を皆さんと大合唱しました。
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ま ほろばクリスマスコンサート
　１２月１３日、大和ふるさと会館でまほろばクリス
マスコンサートを開催しました。
　市内外から訪れた皆さんは、ピアニストの中島裕紀
さんの奏でる繊細で豊かな音色と響きに聴き入り、山
梨県出身のバイオリンとギターのデュオ「ＮＹＴ」の
クリスマスに合わせた演奏など、大いに盛り上がった
クリスマスムードに、甲州市産のワインを味わいなが
ら、ひと足早いクリスマスのひと時を存分に楽しみま
した。

山 梨県一周駅伝競走大会
　第５２回山梨県一周駅伝競走大会が１２月５日
と６日の両日、山梨県庁前をスタートし２０区間

（１６７．８キロ）で健脚を競い合いました。
　甲州市チームは、仲間から仲間へタスキをつなぎ、
上位に食い込む走りで１０位となりました。懸命に走
る選手たちへ、沿道から大きな声援が送られていまし
た。

スタインウェイを演奏するピアニストの中島裕紀さん

想いを込めたタスキを渡す甲州市チーム

（財）自治総合センターが宝くじの社会貢献広報
事業として行う「平成２７年度コミュニティ助成
事業」の助成を受け、軽可搬ポンプ（Ｄ ‐ １級）
一式を整備しました。
機動性に優れた軽可搬ポンプの整備により、今後、
整備した資機材を使った初期消火訓練を予定して
おり、山林火災や住宅密集地での火災の初期消火
体制の充実・強化が期待されます。

また、平成２７年１０月１５日に行われた全国女
性消防操法大会に、整備した軽可搬ポンプを利用
して、甲州市消防団女性消防隊が出場し、見事８
位優良賞に入賞しました。
コミュニティ助成事業とは、一般財団法人自治総
合センターが、宝くじの社会貢献広報事業として、
自主防災組織の育成やコミュニティ活動備品の整
備などに対して助成を行い、地域社会の健全な発
展と住民福祉の向上に寄与するために実施してい
る事業です。

平成２７年度
コミュニティ

助成事業
実施の報告
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平
成
28
年
度
市
・
県
民
税
等
の

申
告
に
つ
い
て

　
所
得
税
の
発
生
し
な
い
方
や
、
同
居
の
家

族
の
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
る
場
合
な
ど
で
、

平
成
27
年
中
に
所
得
の
な
い
方
に
つ
い
て
は
、

次
の
日
程
で
平
成
28
年
度
市
・
県
民
税
等
の

申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。
確
定
申
告
期
間
は

大
変
込
み
合
い
ま
す
の
で
、
こ
の
期
間
に
申

告
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
所
得
税
の
発
生
し
な
い
方
と
は
、
所
得
の

合
計
額
が
所
得
税
の
所
得
控
除
の
合
計
額

よ
り
少
な
い
方
で
す
。

【
塩
山
会
場
】

　
市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

○
期
間　
２
月
１
日（
月
）～
２
月
９
日（
火
）

　
　
　
　
※
土･

日
は
除
く

【
勝
沼
会
場
】
勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー　
２
階

○
期
間　
２
月
９
日（
火
）～
２
月
12
日（
金
）

　
　
　
　
※
祝
日
は
除
く

【
大
和
会
場
】
大
和
公
民
館　
１
階

○
期
間　
２
月
10
日（
水
）～
２
月
12
日（
金
）

　
　
　
　
※
祝
日
は
除
く

※
い
ず
れ
の
会
場
も
受
付
時
間
は
午
前
９
時
～
午

前
11
時
30
分
・
午
後
１
時
～
午
後
４
時
で
す
。

※
申
告
当
日
は
印
鑑
、
平
成
27
年
中
の
所
得

が
わ
か
る
書
類
（
源
泉
徴
収
票
・
収
支
内

訳
書
な
ど
）、
各
種
所
得
控
除
証
明
書
な
ど

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
次
の
よ
う
な
方
は
、
市
・
県
民
税
等
の
申

告
は
不
要
で
す
。

・
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
さ
れ
る
方

・
給
与
所
得
の
み
の
方
で
、
勤
務
先
に
お
い

て
年
末
調
整
を
受
け
た
方

・
公
的
年
金
等
の
所
得
の
み
の
方
で
、
所
得

控
除
（
生
命
保
険
料
控
除
な
ど
）
を
受
け

よ
う
と
さ
れ
な
い
方

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
市
民
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
４
～
１
８
６
）

税
務
課
資
産
税
担
当
か
ら
の

お
願
い

　
固
定
資
産
税
は
、
基
準
日
と
な
る
毎
年
１

月
１
日
に
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有

す
る
方
に
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

■
償
却
資
産
の
申
告
は
２
月
１
日
（
月
）
ま
で
に

　
償
却
資
産
と
は
、
事
業
の
た
め
に
用
い
る

機
械
、
構
築
物
、
車
両
（
自
動
車
税
、
軽
自

動
車
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
大
型
特
殊
自

動
車
な
ど
）、
器
具
備
品
な
ど
を
い
い
、
土
地

や
家
屋
と
同
様
に
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
資
産
を
お
持
ち
の
方（
市

内
で
会
社
、
工
場
ま
た
は
商
店
な
ど
を
経
営

し
て
い
る
事
業
主
）
は
、
地
方
税
法
の
規
定

に
よ
り
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
所
有
状
況
を

申
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
２

月
１
日
（
月
）
ま
で
に
税
務
課
へ
申
告
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
昨
年
申
告
さ
れ
た
方
へ
は
、
平
成

27
年
12
月
に
申
告
書
を
発
送
い
た
し
ま
し
た

が
、
新
た
に
事
業
を
始
め
た
方
や
、
申
告
書

が
届
か
な
い
場
合
等
は
、
税
務
課
資
産
税
担

当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
昨
年
中
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
さ
れ

　
た
方
へ

　
昨
年
中
に
太
陽
光
発
電
設
備
（
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
）
を
設
置
さ
れ
た
方
は
、
設
置
状
況
、

発
電
能
力
に
よ
っ
て
太
陽
光
発
電
設
備
自
体

が
償
却
資
産
の
対
象
と
な
り
、
所
有
状
況
を

申
告
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
税
務
課
資
産
税
担
当
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
２・１
８
３
）

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

（
案
）
に
対
す
る
ご
意
見
（
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
）
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
市
及
び
甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員

会
で
は
、
甲
州
市
に
暮
ら
し
、
ま
た
は
活
動

す
る
誰
も
が
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
そ
の
人
ら

し
く
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
こ
の
度
、
甲
州

市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
（
案
）
を
作
成

し
ま
し
た
。

　
本
条
例
の
制
定
に
あ
た
り
、
皆
さ
ん
の
考

え
を
反
映
す
る
た
め
、
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
閲
覧
場
所

○
甲
州
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

○
市
役
所
本
庁
舎　
市
民
課

○
勝
沼
支
所　
地
域
振
興
担
当

○
大
和
支
所　
地
域
振
興
担
当

■
募
集
期
間　
１
月
15
日
（
金
）
ま
で

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
閲
覧
は
土
・
日
・

　
祝
日
を
除
く
庁
舎
の
開
庁
時
）

■
意
見
提
出
の
対
象
と
な
る
方

①
市
内
に
住
所
の
あ
る
方

②
市
内
に
通
勤
、
通
学
し
て
い
る
方

③
市
内
で
事
業
ま
た
は
活
動
を
行
う
法
人

　
及
び
団
体

④
市
に
対
し
て
納
税
義
務
が
あ
る
方
、
法
人

　
及
び
団
体

■
意
見
の
提
出
方
法

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
意
見
提
出
用
紙
ま

た
は
任
意
の
様
式
に
、
住
所
、
氏
名
、
連
絡

先
を
記
入
し
、郵
便
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、電
子
メ
ー
ル
、

ま
た
は
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
電
話
や
口
頭
に
よ
る
意
見
提
出
、

住
所
、
氏
名
及
び
連
絡
先
が
記
入
さ
れ
て
い

な
い
場
合
は
お
受
け
い
た
し
か
ね
ま
す
。

■
意
見
の
提
出
先

①
郵
送
の
場
合
の
あ
て
先

　
〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

　
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１

　
甲
州
市
役
所 

市
民
課

②
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
先　
32
‐
３
０
７
２

③
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

　

shim
in@

city.koshu.lg.jp

④
持
参
・
提
出
先

　
市
役
所
本
庁
舎　
市
民
課

　
勝
沼
支
所　
地
域
振
興
担
当

　
大
和
支
所　
地
域
振
興
担
当

■
そ
の
他

・
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
つ
い
て
は
、
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取
り
ま
と
め
の
う
え
、
条
例
制
定
の
参
考

資
料
と
し
ま
す
。

・
住
所
、
氏
名
な
ど
個
人
に
関
す
る
情
報
は
、

公
表
し
な
い
こ
と
は
も
と
よ
り
、
他
の
目

的
で
使
用
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

・
ご
意
見
な
ど
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
い

た
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ご
意
見
の
原
稿
等

は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
参
画
・
協
働
担
当

　
☎
32
‐
５
５
８
３

～
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
～

　
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
や
い
ざ

と
い
う
と
き
の
生
活
を
、
現
役
世
代
み
ん
な

で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組

み
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
若
い
と
き
に
公
的
年
金
に

加
入
し
保
険
料
を
納
め
続
け
る
こ
と
で
、
年

を
と
っ
た
と
き
や
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が

残
っ
た
と
き
、
家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ

た
と
き
に
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

◎
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　
国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
方
が

加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
制
度
で
す
。

　
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
た
め
、
安

定
し
て
い
ま
す
し
、
年
金
の
給
付
は
生
涯
に

わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

◎
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
の
老

齢
年
金
の
ほ
か
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
も
あ

り
ま
す
。
障
害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障

害
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。
ま
た

遺
族
年
金
は
、
加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、

そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

た
遺
族
（「
子
の
あ
る
配
偶
者
」
や
「
子
」）

が
受
け
取
れ
ま
す
。

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と

　
　
　
　
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

★
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た

め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
で
す
。

　
対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教
育
法
に
規

定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等

学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各

種
学
校（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、

一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る

方
で
す
。

★
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

　
学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
方
で
、
ご
本
人

及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合

に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
で
す
。

　
詳
し
い
手
続
き
や
相
談
な
ど
は
市
役
所
国

保
年
金
課
国
保
・
年
金
担
当
、
ま
た
は
甲
府

年
金
事
務
所
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
国
保
年
金
課　
国
保
・
年
金
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
１
３・１
１
４
）

　
日
本
年
金
機
構　
甲
府
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
３
１

ご注意ください
個人番号カードの申請について
昨年１０月から、住民票を有するすべての皆さまに、マイナン
バーが記載された通知カードと個人番号カードの申請書を、住
民票の住所地に順次送付しています。
個人番号カードにつきましては、交付を希望される方のみ申請
してください。（申請は義務ではありません。）
申請の際は、切り取り線に沿って通知カードと申請書、申請書
控えを切り離し、申請書のみを同封されている封筒で送付して
ください。

毎週水曜日　午後７時１５分まで
窓口延長します
１月以降、個人番号カードの交付がはじまります。
それに伴い、１月から３月末の毎週水曜日の本庁舎市民課住民
記録・戸籍担当の窓口を、午後７時１５分まで延長します。
※水曜日の窓口延長は、通知カード、個人番号カードの交付手
続きのみの窓口となります。各種証明書発行、住民異動などの
お手続きは出来ませんのでご注意ください。
なお、窓口の延長は勝沼支所、大和支所では行いません。ご注
意ください。
◆お問い合わせ先　　市民課　住民記録・戸籍担当　
　　　　　　　　　　☎３２- ２１１１( 内線１０２～１０５)

←通知カード≪同封しない≫

←申請書≪切り取り、同封する≫

※通知カードを同封してしま
うと、個人番号カードが交付
されるまで個人番号が分から
なくなってしまいます。
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子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に

症
状
が
生
じ
た
方
に
対
す
る
相
談

　
　
　
　
窓
口
を
設
置
し
ま
し
た

　
県
で
は
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に

症
状
が
生
じ
た
方
か
ら
の
、
医
療
、
生
活
、

教
育
等
多
岐
に
わ
た
る
相
談
を
受
け
付
け
、

個
別
の
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応
す
る
た

め
の
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
し
た
。

■
相
談
窓
口

①
医
療
、
生
活
、
救
済
制
度
等
に
関
す
る
相

談
受
付
（
衛
生
部
局
）

　
山
梨
県
福
祉
保
健
部
健
康
増
進
課

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
４
９
４

②
教
育
、
学
校
生
活
等
に
関
す
る
相
談
受
付

（
教
育
部
局
）

　
山
梨
県
教
育
庁
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
７
８
５

■
受
付
時
間

月
曜
日
～
金
曜
日　

午
前
９
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
午
後
５
時

※
祝
日
、
年
始
（
１
月
３
日
（
日
）
ま
で
）

を
除
き
ま
す
。

■
そ
の
他　
相
談
窓
口
の
情
報
、
お
知
ら
せ

等
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.pref.yam

anashi.
jp/kenko-zsn/kansensyou/hpv-
soudanshien.htm

l

　
ま
た
、
予
診
票
の
発
行
な
ど
、
そ
の
他
の

お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
市
役
所
本
庁
舎

健
康
増
進
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　
健
康
企
画
・
医
療
担
当　

　
☎
32
‐
５
０
１
４

丸
太
と
木
材
チ
ッ
プ
を

　
　
　
　
　
利
用
し
ま
せ
ん
か

　
峡
東
建
設
事
務
所
で
は
、
木
材
資
源
の
有

効
活
用
や
処
分
に
か
か
る
経
費
の
削
減
等
を

目
的
に
、
河
川
の
維
持
管
理
（
伐
木
）
で
発

生
す
る
樹
木
（
ハ
リ
エ
ン
ジ
ュ
等
）
の
丸
太

と
チ
ッ
プ
を
無
償
で
提
供
し
ま
す
。（
た
だ

し
、
指
定
場
所
に
持
ち
に
行
け
る
方
に
限
り

ま
す
。）

■
期　
間　

　
２
月
１
日
（
月
）
～
29
日
（
月
）

■
場　
所　

　
重
川
河
川
敷
（
熊
野
橋
上
流
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
峡
東
建
設
事
務
所　
河
川
砂
防
管
理
課　

　
☎
20
‐
２
７
１
５

　
建
設
課　
道
路
・
河
川
維
持
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
２
６
７・２
６
８
）

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か「
検
察
審
査
会
」

　
検
察
審
査
会
は
、
交
通
事
故
や
詐
欺
、
脅

し
な
ど
の
犯
罪
事
件
を
検
察
官
が
起
訴
し
な

か
っ
た
こ
と
（
不
起
訴
処
分
）
に
不
満
を
持

つ
被
害
者
な
ど
か
ら
の
申
立
が
あ
っ
た
場
合

に
、
そ
の
処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を

審
査
す
る
機
関
で
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
府
検
察
審
査
会
事
務
局

　
（
甲
府
市
中
央　
１
丁
目
10
番
７
号　
甲
府

　
地
方
裁
判
所
内
）

　
☎
０
５
５
‐
２
１
３
‐
２
５
４
８

甲
州
市
事
業
承
継
支
援
事
業

　
　
　
　
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー

　
市
で
は
、
市
内
個
人
事
業
主
お
よ
び
中
小

企
業
の
方
を
対
象
に
後
継
者
へ
の
承
継
に
関

す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
日　
時　

　
１
月
14
日
（
木
） 

午
後
７
時
～

　
２
月
６
日
（
土
） 

午
後
１
時
30
分
～

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館

■
定　
員　
50
名
（
先
着
順
）

※
事
前
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
申
し
込
み
が

　
必
要
で
す
。

■
参
加
料　
無
料

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課　
商
工
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
２　
ＦＡＸ
32
‐
５
１
７
４

甲
州
市
戦
没
者
慰
霊
祭

　
市
で
は
、
先
の
大
戦
に
お
い
て
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、

甲
州
市
戦
没
者
慰
霊
祭
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
甲
州
市
遺
族
会
会
員
の
皆
さ
ま
は
、

各
地
区
遺
族
会
役
員
へ
１
月
15
日
（
金
）
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日　
時

　
２
月
10
日
（
水
）
午
後
２
時
～

■
場　
所

　
大
和
ふ
る
さ
と
会
館　
ホ
ー
ル

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

 　
福
祉
課　
地
域
福
祉
担
当　

　
☎
32
‐
５
０
２
７

甲
州
市
国
際
交
流
の
集
い

２
０
１
６　
参
加
者
募
集
！

　
地
域
に
根
ざ
し
た
交
流
と
活
動
の
輪
を
広

げ
る
た
め
、
国
際
交
流
の
集
い
２
０
１
６
を

開
催
し
ま
す
。

　

と
も
に
集
い
、
様
々
な
異
文
化
に
触
れ
、

諸
外
国
の
方
た
ち
と
の
相
互
理
解
を
深
め
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
み
ん
な
で
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

■
日　
時

　
２
月
13
日
（
土
）　

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

■
場　
所

　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
３
階　
研
修
室
他

■
内　
容

　
も
ち
つ
き
、日
本
の
正
月
あ
そ
び
体
験
（
羽

つ
き
、
こ
ま
ま
わ
し
等
）、
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ

を
作
っ
て
大
切
な
人
に
送
る
年
賀
状
づ
く
り

※
当
日
は
、
昼
食
に
雑
煮
や
あ
ん
こ
餅
な
ど

　
を
み
ん
な
で
作
っ
て
食
べ
ま
す
。

※
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

■
対　
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方 

■
定　
員　
40
名

■
参
加
費　
５
０
０
円

■
持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ
ン
ダ
ナ
等
）、

　
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

■
締
切
日　
２
月
１
日
（
月
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
国
際
交
流
委
員
会
事
務
局　

　
市
民
課　
市
民
参
画
・
協
働
担
当

　
☎
32
‐
５
５
８
３
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水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
を
！

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な
る
と
、

水
道
管
が
凍
結
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
凍
結
し
た
水
道
管
が
破
裂
す
る
と
、
大
切

な
水
道
水
を
無
駄
に
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、

水
道
料
金
や
修
理
費
用
が
必
要
以
上
に
か
か

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
冬
季
は
気
象
情

報
に
十
分
注
意
し
て
い
た
だ
き
、
自
宅
の
水

道
管
の
「
凍
結
防
止
策
」
を
万
全
に
し
ま
し
ょ

う
。

凍
結
を
防
ぐ
方
法

　
散
水
・
手
洗
い
用
な
ど
屋
外
に
あ
る
蛇
口

の
水
道
管
が
露
出
し
て
い
る
箇
所
が
あ
れ
ば
、

凍
結
防
止
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
販
さ
れ
て
い
る
保
温
カ
バ
ー
の
使
用
や

古
毛
布
な
ど
を
巻
い
た
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
な

ど
で
カ
バ
ー
を
す
る
簡
単
な
方
法
で
も
効
果

が
あ
り
ま
す
。

　
朝
方
の
冷
え
込
み
が
予
想
さ
れ
る
と
き
や

旅
行
な
ど
で
長
期
間
不
在
に
な
る
と
き
は
、

水
抜
き
栓
（
不
凍
栓
）
を
操
作
し
て
、
水
道

管
の
中
の
水
を
あ
ら
か
じ
め
抜
い
て
お
け
ば

凍
結
を
妨
げ
ま
す
。

　
水
道
管
に
凍
結
防
止
用
の
電
熱
線
が
巻
い

て
あ
る
と
き
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
が
差
し
込
ん

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら

　
凍
結
し
た
箇
所
に
タ
オ
ル
な
ど
を
か
け
て
、

そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け
て

く
だ
さ
い
。

　
熱
湯
を
か
け
た
り
直
火
を
当
て
た
り
す
る

と
、
器
具
や
水
道
管
が
破
損
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き

　
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
バ
ル
ブ
が
あ
る

場
合
は
、
閉
め
る
こ
と
で
漏
水
を
止
め
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
水
を
止
め
た
後
、
甲
州
市

指
定
水
道
工
事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

定
期
的
な
漏
水
自
己
点
検
を

　

家
庭
内
の
全
部
の
蛇
口
を
完
全
に
締
め
、

水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク
（
丸

い
銀
色
部
分
）
が
少
し
で
も
回
っ
て
い
れ
ば

漏
水
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
定
期

的
に
点
検
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
漏
水
を
し
て
い
る
場
合
は
、
直
ぐ
に
甲
州

市
指
定
水
道
工
事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

水
道
課
か
ら
の
お
願
い

　
水
道
本
管
の
漏
水
に
よ
り
道
路
上
に
流
れ

出
た
水
が
凍
結
す
る
と
大
変
危
険
で
す
。
道

路
で
の
漏
水
を
発
見
し
た
場
合
は
、
水
道
課

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
水
道
課　

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
９
２
）

年末年始　市民バス運休案内合同動産公売会のお知らせ
　市では、山梨県総合県税事務所及び県内市町
村と合同で、市税の滞納者から差し押さえた動
産の公売会を実施します。原則としてどなたで
も参加することができますので、多数のご参加
をお待ちしております。

■日　　時　１月３０日（土）
　　　・受付　午後１２時３０分～午後１時２０分
　　　　　　　（入札は午後１時３０分で締め切り）
　　　・開札　午後１時３０分～

■場　　所　甲府市総合市民会館
　　　　　　山の都アリーナ
　　　　　　（甲府市青沼３–５–４４）

■公売方法　入札

■参加資格　どなたでも参加できます。
　　　　　　（滞納者本人などを除く）
　　　　　　本人確認のため、運転免許証等の身分
　　　　　　証明書が必要です。

◆お問い合わせ先
　収納課　☎３２ ‐ ２１１１（内１７２）

●全便運休
☆平成 27 年 12 月 30 日（水）～ 1 月 3 日（日）
　①デマンドバス
☆平成 27 年 12 月 31 日（木）～ 1 月 3 日（日）
　①甲州市（塩山・勝沼・大和）縦断線
　②ぶどうコース　③ワインコース
　④玉宮線　⑤下柚木線
☆平成 27 年 12 月 31 日（木）～ 1 月 3 日（日）
　①塩山市民病院線
☆平成 27 年 12 月 25 日（金）～ 1 月 6 日（水）
　①塩山高校線
●一部運行
※平成 27 年 12 月 31 日（木）から１月３日（日）
まで運行するバスの時刻表は次のとおりです。
　①大菩薩峠登山口線
　・塩山駅発　9：30、11：20、14：28
　・大菩薩峠登山口発　10：00、11：57、
　　　　　　　　　　　15：00
　②二本木経由大菩薩の湯線
　・塩山駅発　　　13：00
　・大菩薩の湯発　13：30
◆お問い合わせ先
　市民課　市民生活担当　☎３２ ‐ ５０６８
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甲
州
市
観
光
お
も
て
な
し
ガ
イ

ド
養
成
講
座　
参
加
者
募
集
！

　
市
で
は
、
市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
名
所
、

名
跡
、
歴
史
、
文
化
、
自
然
な
ど
甲
州
市
が

誇
る
観
光
資
源
を
、
四
季
を
通
じ
て
訪
れ
る

観
光
客
に
説
明
を
し
て
い
た
だ
け
る
観
光
お

も
て
な
し
ガ
イ
ド
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
）

を
養
成
す
る
た
め
の
講
座
を
開
設
し
ま
す
。

■
日
程
、
内
容
及
び
場
所

◎
第
１
回　
１
月
22
日
（
金
）

【
講
義
】
甲
州
市
の
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て

　
市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
１
会
議
室
Ｂ

◎
第
２
回　
１
月
26
日
（
火
）

【
講
義
】
地
域
の
果
樹
栽
培
に
つ
い
て

　
市
役
所
本
庁
舎　
地
下　
第
２
会
議
室

◎
第
３
回　
１
月
29
日
（
金
）

【
現
地
研
修
①
】
甲
州
市
の
史
跡
、
文
化
財
に

つ
い
て　

　
市
役
所
本
庁
舎　
東
側
駐
車
場
（
集
合
）

◎
第
４
回　
２
月
２
日
（
火
）

【
現
地
研
修
②
】
甲
州
市
の
史
跡
、
文
化
財
に

つ
い
て　

　
勝
沼
支
所　
駐
車
場
（
集
合
）

◎
第
５
回　
２
月
５
日
（
金
）

【
講
義
】
日
本
ワ
イ
ン
の
歴
史
と
そ
の
魅
力

　
市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
２
会
議
室

◎
第
６
回　
２
月
９
日
（
火
）

【
講
義
】
観
光
お
も
て
な
し
ガ
イ
ド
と
は　
　

　
市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
２
会
議
室

■
時　
間　
午
後
１
時
30
分
～

■
定　
員　
10
名
程
度

■
対
象
者　
甲
州
市
民

■
参
加
料　
無
料

※
１
回
の
講
義
か
ら
参
加
で
き
ま
す
。

※
全
日
程
を
修
了
さ
れ
た
方
に
は
、
修
了
証

　
を
交
付
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

　
市
役
所
案
内
窓
口
、
ま
た
は
観
光
交
流
課
窓

口
に
あ
る
「
甲
州
市
観
光
お
も
て
な
し
ガ
イ
ド

養
成
講
座
受
講
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
観
光
交
流
課
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
締
切
日　

　
１
月
15
日
（
金
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
観
光
交
流
課
交
流
イ
ベ
ン
ト
担
当

　
〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

　
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
２
９
６
）

　
ＦＡＸ
32
‐
５
１
７
４

山
梨
英
和
大
学
地
域
連
携
事
業

甲
州
市
「
観
光
資
源
と
お
も
て

な
し
の
心
」

　
ふ
る
さ
と
教
育
の
充
実
、
地
域
の
歴
史
や

文
化
、
産
業
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
と
と

も
に
市
内
外
を
問
わ
ず
観
光
事
業
者
か
ら
市

民
一
人
ひ
と
り
の
笑
顔
と
お
も
て
な
し
の
心

の
醸
成
を
図
る
た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
程
・
内
容
・
講
師
（
全
５
回
）

◎
２
月
９
日
（
火
）

　
甲
州
市
と
武
田
家
と
の
ゆ
か
り

　
「
安
田
氏
、
二
階
堂
氏
、
武
田
氏
を
語
る
」

◎
２
月
12
日
（
金
）

　
甲
州
市
と
武
田
家
と
の
ゆ
か
り

　
「
東
郡
と
武
田
３
代
」

◎
２
月
16
日
（
火
）

　
甲
州
市
と
武
田
家
と
の
ゆ
か
り

　
「
武
田
終
焉
の
地
を
訪
ね
て
」

◎
２
月
19
日
（
金
）

　
「
日
本
ワ
イ
ン
の
歴
史
と
魅
力
」

◎
２
月
23
日
（
火
）

　
「
人
と
地
域
に
愛
さ
れ
る　
お
も
て
な
し
の

　
本
質
と
は
」

■
時　
間　

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場　
所　

　
山
梨
英
和
大
学

■
定　
員　

　
30
名
程
度
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
）

■
対　
象　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
（
１
回
の
み
の
受
講
も
で
き
ま
す
。）

■
参
加
費　
無
料

■
そ
の
他

・
全
日
程
受
講
さ
れ
た
方
に
は
、
修
了
証
を

交
付
し
ま
す
。

・
今
後
、
市
内
観
光
ガ
イ
ド
の
活
動
を
希
望

す
る
場
合
は
、
市
内
の
団
体
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

■
主　
催　
甲
州
市
・
甲
州
市
観
光
協
会

■
共　
催　
山
梨
英
和
大
学

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
観
光
交
流
課　
企
画
宣
伝
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
１

新
春
絵
画
教
室
作
品
展

　
甲
州
市
文
化
協
会
の
美
術
部
員
が
年
間
を

通
し
て
描
い
た
作
品
の
展
示
で
す
。
皆
さ
ん

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
期　
間

　
１
月
８
日
（
金
）
～
１
月
21
日
（
木
） 

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
11
日
（
月
）・
12
日
（
火
）・
18
日
（
月
）

は
休
館
日
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
最
終
日
の
21
日
（
木
）
は
午
後
３

時
ま
で
で
す
。

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館

　
　
　
　
　
１
階　
ロ
ビ
ー

■
主　
催　
甲
州
市
文
化
協
会　
美
術
部

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
文
化
協
会　
美
術
部
（
廣
瀬
）

　
☎
33
‐
４
３
２
９

文
化
財
課　
２
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

勝
沼
の
歴
史
的
風
致
散
策

　
甲
州
市
の
歴
史
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
歴
史
的
風
致
散
策
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
立
正
寺
、
万
福
寺
な
ど
、
勝
沼
町

休
息
地
区
・
等
々
力
地
区
を
中
心
に
ご
案
内

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
２
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
場　
所　
市
役
所 

勝
沼
支
所
（
集
合
）

■
参
加
料　
無
料

※
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
方
法

　

前
日
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
、

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
甲
州
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課

　
☎
32
‐
５
０
７
６　
ＦＡＸ
32
‐
５
１
７
２
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平
成
27
年
度「
甲
州
市
生
涯
学
習
推
進
大
会
」

開
催
！　
テ
ー
マ
―
と
も
に
学
び
あ
い
・
と

も
に
ふ
れ
あ
い
・
と
も
に
支
え
あ
い
―

■
日　
時　
２
月
20
日
（
土
）　

　
　
　
　
　
開
場　
午
後
12
時
30
分
～

　
　
　
　
　
開
演　
午
後
１
時
～

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
ホ
ー
ル

■
参
加
費　
無
料

■
主　
催　
甲
州
市
生
涯
学
習
市
民
協
議
会

■
共　
催　
甲
州
市
教
育
委
員
会

《
大
会
内
容
》

【
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
提
案
】（
テ
ー
マ：平
和
）

　
市
内
小
中
学
生
・
高
校
生
の
３
組
か
ら
意

　
見
発
表
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
童
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
】

◎
「
童
謡
・
叙
情
歌
の
合
唱
」

各
地
区
公
民
館
・
自
治
公
民
館
ご
と
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
で
一
緒
に

歌
い
ま
し
ょ
う
！

◎
「
土
屋
朱
帆
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト
」

童
謡
歌
手
・
土
屋
朱
帆
さ
ん
が
お
贈
り
す

る
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
皆
さ
ん
も
一

緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
！

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
社
会
教
育
担
当　
☎
32
‐
５
０
９
７

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室　

参
加
者
募
集
！

■
日　
時

　
２
月
14
日
（
日
）

　
午
前
５
時
50
分　
集
合　

■
集
合
場
所

・
市
役
所
本
庁
舎　
東
側
駐
車
場

・
勝
沼
中
央
公
民
館

■
場　
所

　
小
海
リ
エ
ッ
ク
ス
・
ス
キ
ー
バ
レ
ー

　
（
長
野
県
）

■
負
担
金　

　
大　
人
（
高
校
生
以
上
）
３
，
５
０
０
円

　
子
ど
も
（
中
学
生
以
下
）
２
，
５
０
０
円

　
【
リ
フ
ト
代
・
交
通
費
（
バ
ス
送
迎
費
）】

◎
ウ
ェ
ア
上
下
セ
ッ
ト
レ
ン
タ
ル
１
日
（
大

人
２
，
５
０
０
円・子
ど
も
１
，
５
０
０
円
）

◎
板
・
ブ
ー
ツ
セ
ッ
ト
レ
ン
タ
ル
１
日
（
大

人
２
，
５
０
０
円・子
ど
も
１
，
５
０
０
円
）

■
参
加
資
格

　
市
内
在
住
者
（
小
学
４
年
生
以
上
）

■
定　
員　
80
名

■
内　
容

　
ス
キ
ー･
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
レ
ッ
ス
ン

■
講　
師　
甲
州
市
体
育
協
会
ス
キ
ー
部

■
締
切
日　
１
月
22
日
（
金
）
先
着
順

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
８

４
コ
ー
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

出
場
チ
ー
ム
募
集
！

　

甲
州
市
と
山
梨
市
民
相
互
の
親
睦
を
深
め

る
た
め
「
４
コ
ー
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
ご
友
人
、
ご
家
族
、
ご
近
所
さ

ん
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

●
４
コ
ー
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
っ
て
？

　
十
字
型
の
ネ
ッ
ト
を
用
い
、４
区
画
の
コ
ー

ト
で
行
う
４
チ
ー
ム
対
抗
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
で
す
。

　
相
手
が
３
チ
ー
ム
に
な
る
た
め
、
意
外
性

に
富
み
上
手
下
手
の
差
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

誰
も
が
一
緒
に
楽
し
め
ま
す
。

■
日　
時　
１
月
31
日
（
日
）
午
後
１
時
～

■
場　
所　
山
梨
市
民
総
合
体
育
館

■
参
加
資
格

　
甲
州
市
・
山
梨
市
在
住
ま
た
は
在
勤
者
で

構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

■
競
技
種
目

　

４
コ
ー
ト
バ
レ
ー
、
健
康
測
定
（
体
脂
肪

･

活
力
年
齢･

骨
密
度･

血
管
年
齢
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）

■
参
加
料　
無
料

■
そ
の
他

　
簡
単
な
審
判
が
で
き
る
よ
う
、
笛
の
準
備

を
お
願
い
し
ま
す
。
主
・
副
審
に
つ
い
て
は

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の

で
心
配
い
り
ま
せ
ん
。

■
チ
ー
ム
構
成

　
４
～
６
名
（
選
手
４
名
、
交
代
選
手
２
名
）

※
小
学
生
が
入
る
場
合
に
は
、
保
護
者
ま
た

は
成
人
の
方
が
１
名
以
上
は
入
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
数　
16
チ
ー
ム　
先
着
順

■
締
切
日　
１
月
20
日
（
水
）

■
申
込
方
法

　
参
加
申
込
書
の
提
出
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ

り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
込
書
は
生
涯
学
習
課
（
甲
州
市
民
文
化

会
館
内
）
に
あ
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当　

　
☎
32
‐
５
０
９
８　
ＦＡＸ
32
‐
３
３
９
１

　市では、甲州市グリーンツーリズム研究会及び峡
東農務事務所と連携して、大藤・玉宮・神金地区に
おける「農業を核としたまちづくり計画」の策定を
進めています。
　これまでに６回、３地区の皆さんにご参加いただ
き、地域の魅力を再発見する地域ウォーキングと話
し合いを行いました。この話し合いで出された意見
をさらに進化させ、大藤・玉宮・神金地区の「農業

を核としたまちづくり計画」に結びつける「わいわい・
がやがや・まちづくりワークショップ」を開催します。
多くの皆さんのご参加をお待ちしております。
■日　時　１月２４日（日）午後１時３０分～
■場　所　甲州市民文化会館　２階　大会議室
■定　員　９０名　※参加は自由ですが事前の   
　　　　　申し込みをお願いします。
◆申し込み・お問い合わせ先
　産業振興課　果樹農林担当
　☎３２ ‐ ５０９２　FAX ３２ ‐ ５１７４
　Mail:sangyou@city.koshu.lg.jp

〈大藤・玉宮・神金地区〉
農業を核とした・まちづくりの話し合
い「わいわい・がやがやワークショッ
プ」にご参加ください !
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４
月
か
ら
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
を

希
望
す
る
ご
家
庭
は
、
次
に
よ
り
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
児
童

　
市
内
小
学
校
に
在
校
し
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

①
保
護
者
等
が
就
労
等
に
よ
り
昼
間

家
庭
に
い
な
い
場
合

②
保
護
者
等
が
疾
病
ま
た
は
心
身
の

障
害
に
よ
り
保
育
が
困
難
で
あ
る

場
合

③
保
護
者
等
が
介
護
等
に
よ
り
保
育

が
困
難
で
あ
る
場
合

※
そ
の
他
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
場

合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　
１
月
12
日（
火
）～
２
月
10
日（
水
）

■
申
込
方
法

　
「
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
申
込
書
」
は
、

各
児
童
ク
ラ
ブ
、
子
育
て
支
援
課
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
就
労
証
明
書

等
関
係
書
類
を
添
え
て
、
期
日
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
免

除
や
減
免
等
に
該
当
す
る
方
は
他
に

必
要
な
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
申
し

込
み
の
際
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
そ
の
他

・
月
の
中
途
の
利
用
開
始
、
終
了
で

あ
っ
て
も
１
月
分
の
利
用
料
と
な

り
ま
す
。

・
生
活
保
護
世
帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
で

前
年
度
市
民
税
が
非
課
税
世
帯
の

場
合
、
申
請
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
利
用
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

・
世
帯
で
同
時
に
２
人
以
上
の
児
童

が
利
用
す
る
場
合
、
申
請
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
利
用
料

が
２
人
目
か
ら
半
額
と
な
り
ま
す
。

・
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
申
込
書
を
提
出

さ
れ
て
も
、
就
労
・
定
員
等
の
状

況
に
よ
り
利
用
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
承
知
お
き
く
だ

さ
い
。

◆
書
類
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

・
子
育
て
支
援
課　
児
童
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
８
１

・
各
児
童
ク
ラ
ブ　
（
連
絡
先
は
左
記

参
照
。）

※
た
だ
し
、
祝
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
き

ま
し
て
は
、
岩
崎
保
育
園
に
直
接

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
、
申
込

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料

※
夏
季
休
暇
中
は
、
通
常
平
日
の
み
の

利
用
者
も
土
曜
日
利
用
可
。

平成２８年度　児童クラブ利用申込を受け付けます

利用区分 1 人の月額

平日のみ 3,000 円

平日・土曜日 4,000 円

8 月（夏季休暇） 8,000 円

フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ
ポ
ー
ト･

セ
ン
タ
ー

協
力
会
員
養
成
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
で

は
子
育
て
の
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
方（
依

頼
会
員
）
と
支
援
が
出
来
る
方
（
協
力
会
員
）

が
会
員
と
な
り
、
一
時
預
か
り
等
の
援
助
を

通
じ
て
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
協
力
会
員
と
し
て
一
緒
に
活
動

を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
対
象
に
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
日　
時　
２
月
16
日（
火
）･

２
月
24
日（
水
）

■
場　
所　
市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
１
会
議
室

■
参
加
費　
無
料

■
持
ち
物　
昼
食
・
筆
記
用
具
・
運
動
の
で

　
　
　
　
　
き
る
服
装
（
実
技
も
あ
り
ま
す
）

●
第
１
日
目　
２
月
16
日
（
火
）

＊
午
前
９
時　
開
会

＊
午
前
９
時
30
分
～

　
フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ
ポ
ー
ト･

セ
ン
タ
ー
の

活
動
に
つ
い
て

　
（
フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ
ポ
ー
ト･

セ
ン
タ
ー
事
務
局
）

＊
午
前
10
時
～　
「
子
ど
も
の
健
康
管
理
と
病

気
時
の
世
話
」

　
（
健
康
増
進
課　
保
健
師　
萩
原　
静
子　
氏
）

＊
午
後
１
時
30
分
～　
「
救
急
講
習
」〔
実
技
〕

（
東
山
梨
消
防
本
部
） 

●
第
２
日
目　
２
月
24
日
（
水
）

＊
午
前
９
時
30
分
～　
「
赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話

の
仕
方
」〔
実
技
〕

＊
午
前
10
時
30
分
～　
「
手
遊
び
と
絵
本
の
選

び
方
・
読
み
聞
か
せ
方
」〔
実
技
〕

　
（
生
涯
学
習
課　
図
書
館
司
書
）

＊
午
後
１
時
30
分
～　
「
子
ど
も
の
心
を
豊
か

に
育
む
た
め
に
～
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
視
点

か
ら
～
」

　
（
認
定
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　
川
邉　
修
作　
先
生
）

＊
午
後
３
時
30
分　
閉
会

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
福
祉
担
当　

　
☎
32
‐
５
０
８
１

児
童
セ
ン
タ
ー
・
イ
ベ
ン
ト

○
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー
○

■
内　
容　
フ
ァ
ー
ス
ト
サ
イ
ン

　
ま
だ
言
葉
の
話
せ
な
い
赤
ち
ゃ
ん
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
も
う

■
日　
時　
１
月
21
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
場　
所　
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

■
対　
象　
１
歳
未
満
の
子
と
親

■
参
加
費　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
33
‐
７
９
０
０

○
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館
○

■
内　
容　
か
ら
だ
あ
そ
び

　
「
い
っ
ぱ
い
走
っ
て
遊
ぼ
う
」
～
広
い
室
内

を
走
り
回
っ
て
ポ
カ
ポ
カ
に
な
り
ま
し
ょ
う
～

■
日　
時　
１
月
28
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
場　
所　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

■
対　
象　
１
歳
以
上
の
子
と
親

■
持
ち
物　
上
履
き
（
必
要
な
方
）

■
参
加
費　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

　
☎
44
‐
３
７
２
３
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■児童クラブ一覧

※なお、塩山南小学校区については、塩山南及び塩山西児童クラブの２箇所あります。
　定員の関係で、振り分けをさせていただく事がありますので承知置きください。

児童クラブ名称 開設場所 電話番号 定員

塩山南児童クラブ 塩山下於曽１０２１番地３（塩山南児童センター内） ３３－７９００ ７０人

塩山西児童クラブ 塩山上於曽９８４番地１（旧塩山診療所） ３３－２６２５ ５０人

塩山北児童クラブ 塩山千野３４０９番地４（塩山北児童センター内） ３３－７８００ ６０人

松里児童クラブ 塩山小屋敷１３５３番地（松里公民館内） ３３－７１００ ２５人

奥野田児童クラブ 塩山熊野９６４番地１（奥野田公民館内） ３３－７９０１ ２５人

大藤児童クラブ 塩山中萩原６５８番地６（大藤公民館内） ３３－７９０２ ２５人

井尻児童クラブ 塩山上井尻１６７５番地（井尻公民館内） ３３－７９０３ ２５人

玉宮児童クラブ 塩山竹森３３８１番地（玉宮公民館内） ３３－７９０７ １５人

神金児童クラブ 塩山上萩原９番地（神金公民館内） ３３－７９３０ ２０人

東雲児童クラブ 勝沼町休息１５６５番地１（東雲ふれあい親子館内） ４４－３７２３ ７０人

勝沼児童クラブ 勝沼町勝沼１２８１番地２（勝沼中央公民館内） ４４－２１５９ ６０人

菱山児童クラブ 勝沼町菱山１２０４番地（旧菱山保育所） ４４－０６２８ ２０人

祝児童クラブ 勝沼町下岩崎１００２番地１（祝ふれあい親子館内） ４４－５５１４ ５０人

大和児童クラブ 大和町初鹿野１６９３番地１（大和公民館内） ４８－２０１４ ２０人

男っぷり向上大作戦！【全２回】 
＊参加者募集＊

男気力を高めるため、普段経験することのない
内容です。ぜひ受講してみませんか。
①職人に教わる男のそば打ち！
■日　時　２月１０日（水）　
               午後７時～午後９時　
■講　師　平山　博文さん ( 甲州市在住。
　　　　　「蕎麦街道砥草庵」店主。）
■場　所　甲州市民文化会館　３階　料理実習室
■持ち物　エプロン、持ち帰り用のそばを入れる容器
　　　　　（タッパーまたは密封できるビニール袋）
■材料費　５００円
②インナーパワーヨガで
　　　　　　　　たくましいボディーに！
■日　時　２月２５日（木）　　　
　　　　　午後７時～午後８時３０分　
■講　師　安達　恵さん　（“インナーパワーヨガⓇ”を考
　　　　　案。県内フィットネスクラブ等で活動中）
■場　所　甲州市民文化会館　２階　大会議室
■持ち物　ヨガマットまたは大きめのバスタオル、汗拭き
　　　　　タオル、飲み物 ( 必要な方 )
＊運動できる動きやすい服装でお越しください。
＊受講対象者は市内在住または在勤の男性とします。

女子力ＵＰ講座【全２回】 
＊参加者募集＊

女子力を高めるため、女性限定の参加しやすい
内容です。ぜひ受講してみませんか。
①藍で染めよう！私だけのハンカチ☆
■日　時　２月５日（金）
　　　　　午後７時～午後８時３０分　
■講　師　古屋　真知子さん（甲州市在住。
　　　　　染色作家。日展会友。）
■場　所　甲州市民文化会館　３階　料理実習室
■材料費　５００円
＊藍染をするので、汚れても良い服装もしくは、エプロン
　持参
②この冬インナーパワ－ヨガで
　　　　　　　　　　身体を鍛えよう☆
■日　時　２月１８日（木）　　　　
　　　　　午後７時～午後８時３０分　
■講　師　安達　恵さん　（“インナーパワーヨガⓇ”を考
　　　　　案。県内フィットネスクラブ等で活動中）
■場　所　甲州市民文化会館　２階　大会議室
■持ち物　ヨガマットまたは大きめのバスタオル、汗拭き
　　　　　タオル、飲み物 ( 必要な方 )
＊運動できる動きやすい服装でお越しください。　
＊受講対象者は市内在住または在勤の女性とします。

＊原則として２回通しての受講となります。　＊定員は３０名 ( 先着順 ) となります。定員になり次第締め切りま
す。＊受講料は無料です。ただし、実費をいただく講座があります。　＊材料費等自己負担金は各講座の受付時
に集めます。
◎申し込みは１月６日 ( 水 ) から電話または生涯学習課 ( 市民文化会館内 ) へ直接お申し込みください。
　（午前９時～午後５時　土・日・祝日を除く。）
◆申し込み・お問い合わせ先　甲州市教育委員会　生涯学習課　社会教育担当　☎３２ ‐ ５０９７
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塩山駅南口市民ギャラリー

写佛画展
1月4日(月)～2月1日（月）

　塩山文化協会の写佛部による作品を展示
いたします。

※展示内容・期間につきましては、変更に
なる場合もあります。

甲
州
市
塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

【
小
学
生
初
心
者
水
泳
教
室
（
全
10
回
）】

　
受
講
料
：
４
，
０
０
０
円
（
税
別
）

■
期　
間

　
１
月
12
日
（
火
）
～
３
月
25
日
（
金
）
ま
で

　
毎
週
火
・
木
・
金
曜
日

　
午
後
４
時
15
分
～
５
時
15
分

■
対　
象　

Ａ
ク
ラ
ス
（
火
曜
・
木
曜
日
）

初
心
者

Ｂ
ク
ラ
ス
（
金
曜
日
）

板
な
し
キ
ッ
ク
で
７
ｍ
以
上
泳
げ
る

【
成
人
水
泳
教
室
（
全
10
回
）】

　
受
講
料
：
６
，
０
０
０
円
（
税
別
）

■
期　
間

　
１
月
12
日
（
火
）
～
３
月
24
日
（
木
）
ま
で

　
毎
週
火
・
木
曜
日

■
内
容
・
対
象
（
ク
ラ
ス
別
）

・
初
級
者
（
火
曜
日
）
初
め
て
の
方
大
歓
迎
！

　
昼
の
部　
午
後
１
時
15
分
～
午
後
２
時
５
分

　
夜
の
部　
午
後
８
時
10
分
～
午
後
９
時

・
中
級
者
（
火
曜
・
木
曜
日
）

　
ク
ロ
ー
ル
・
背
泳
ぎ
が
25
ｍ
泳
げ
る
方

　
火
曜
日　
午
後
２
時
10
分
～
午
後
３
時

　
木
曜
日　
午
後
８
時
10
分
～
午
後
９
時

【
水
中
シ
ェ
イ
プ
（
全
10
回
）】

　
受
講
料
：
６
，
０
０
０
円
（
税
別
）

■
期　
間

　
１
月
13
日
（
水
）
～
３
月
16
日
（
水
）
ま
で

　
毎
週
水
曜
日　
午
後
８
時
～
９
時

【
や
さ
し
い
ヨ
ガ
（
全
10
回
）】

　
受
講
料
：
６
，
０
０
０
円
（
税
別
）

■
期　
間

　
１
月
19
日
（
火
）
～
３
月
29
日
（
火
）
ま
で

　
毎
週
火
曜
日

　
朝
の
部　

　
第
１
部
：
午
前
10
時
～
午
前
10
時
45
分

　
第
２
部
：
午
前
11
時
～
午
前
11
時
45
分

　
夜
の
部　

　
第
１
部
：
午
後
７
時
30
分
～
午
後
８
時
15
分

　
第
２
部
：
午
後
８
時
30
分
～
午
後
９
時
15
分

【
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
シ
ェ
イ
プ
（
全
10
回
）】

　
受
講
料
：
６
，
０
０
０
円
（
税
別
）

■
期　
間

　
１
月
13
日
（
水
）
～
３
月
16
日
（
水
）
ま
で

　
毎
週
水
曜
日

　
午
後
８
時
30
分
～
午
後
９
時
15
分

◆
申
込
み
方
法

１
月
10
日
（
日
）
ま
で
に
、
電
話
で
予
約

の
う
え
、
受
講
料
を
添
え
て
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

※
な
お
、
受
講
希
望
者
多
数
に
よ
り
ク
ラ
ス

調
整
や
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
フ
ラ
ダ
ン
ス
（
通
年
）】

　
受
講
料
：
３
，
０
０
０
円
（
税
別
・
月
謝
制
）

■
日　
時

　
毎
月
第
２・３・４
木
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時
45
分

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
甲
州
市
塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
１
５
９
６

※
営
業
時
間

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
９
時
30
分

※
休
館
日　
月
曜
日

有
料
広
告

農業委員会委員選挙人名簿の登載申請書の提出が不要となりました。
　毎年１月１日現在の選挙資格を調査していた農業委員会委員選挙人名簿の調製が、「農業委員会等に関
する法律」が改正され、全国的に廃止となりました。そのため、「農業委員会委員選挙人名簿の登載申請書」
の提出が不要となりました。
　長年にわたり、お忙しい時期に記入いただきました農家の皆様と、配布・回収にご尽力いただきました
農事組合長皆さまをはじめ関係各位にお礼申し上げます。なお、甲州市では農業委員の選出は平成３０年
から「選挙制」から「推薦・公募による任命制」へ移行する予定です。
◆お問い合わせ先
　甲州市農業委員会　（産業振興課　農地担当）　☎３２ ‐ ５０９２
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認知症地域公開講座  in  甲州
　認知症予防は、生活習慣の改善で発症を遅らせることが出来ると言われています。
　そこで、本講座は認知症予防の方法を学び、また認知症になった方への対応方法についても併せて学ぶことを
目的に開催します。
■開催日　１月３０日（土）　
■場　所　甲州市民文化会館　２階　大会議室
■対象者　市内在住者　　■定　員　各１００名　　■参加費　無料　※事前申込
■講座内容 

◆申し込み・お問い合わせ先
　山梨県立介護実習普及センター
　　☎０５５ ‐ ２５４ ‐ ８６８０　FAX ０５５ ‐ ２５４ ‐ ８６９０
　甲州市地域包括支援センター　
　　☎３２ ‐ ５６００　FAX ２０ ‐ ６１６７

平成 27 年度

　
甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

　
気
づ
き
合
お
う
あ
な
た
と
私
の
未あ

し
た来

の
た
め
に

©
段
丹
映
子
・「
ち
い
さ
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
ほ
お
ず
き
書
籍
刊

男は食べなきゃ

Ａコース　身近なことから始めよう
　― 暮らし・運動・笑顔の認知症予防 ―
受付　午前１０時～
講演　午前１０時３０分～正午

Ｂコース　認知症の方への対応方法
　～ケアする人にとっても心地よい関わりを～
受付　午後１２時３０分～
講演　午後１時～午後２時３０分

☆認知症ってどんな病気？予防法は？認知症になっ
たら・・？皆さんが感じている疑問や不安を身近
な話題を用いて一緒に考えてみましょう。

☆関わり方の意味を理解して、認知症の人と家族・
施設でケアする人、皆が心地よい関係を築きま
しょう。

講師　山梨県作業療法士会　認知症対策推進委員会
　　　委員　　浅川　愛　氏　　吉田　瑞穂　氏

講師　山梨大学医学部看護学科
　　　菅沼　真由美　氏

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
だ
よ
り

開
館
日
の
お
知
ら
せ

　
新
年
は
１
月
６
日
（
水
）
か
ら
通
常
開
館

に
な
り
ま
す
。
今
年
も
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

で
は
様
々
な
展
示
の
他
、
各
種
体
験
学
習
教

室
な
ど
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
学
び
の
場
と

し
て
ご
活
用
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
次
回
の
企
画
展
】

「
心
に
灯
る
あ
か
り
展
」

■
会　
期　
２
月
17
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
月
13
日
（
日
）

■
会　
場　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

　
　
　
　
　
企
画
展
示
室（
入
館
が
必
要
で
す
）

■
協　
力　
灯
り
工
房
庵
Ｌｙ
ｓ

　
展
示
室
内
が
や
さ
し
く
暖
か
な
灯
り
で
満
た

さ
れ
ま
す
。
灯
り
の
お
も
て
な
し
と
、
癒
し
の

ひ
と
時
を
釈
迦
堂
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

釈
迦
堂
を
楽
し
も
う

　
市
内
在
住
の
小
学
生
は
利
用
券
ま
た
は
パ

ス
ポ
ー
ト
の
提
示
で
、
本
人
と
同
伴
の
家
族

が
１
名
入
館
無
料
に
な
り
ま
す
。
ま
た
釈
迦

堂
ふ
ぁ
ん
ク
ラ
ブ
会
員
（
年
会
費
１
０
０
０

円
）
も
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
釈
迦
堂

を
お
気
に
入
り
の
場
所
と
し
て
楽
し
く
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
閉
館
30
分
前
ま
で
）

　
○
休
館
日　
火
曜
日

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生　
　
　
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生　
　
　
　
　
　
１
０
０
円

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

　
☎
47
‐
３
３
３
３
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無
料
法
律
相
談

■
日　
時　
１
月
15
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

■
場　
所　
市
役
所
本
庁
舎　
２
階

　
　
　
　
　
第
２
会
議
室

■
対　
象　
市
内
在
住
者

■
定　
員

　
６
名
（
相
談
者
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※
こ
の
無
料
法
律
相
談
は
、完
全
予
約
制
で
す
。

※
１
月
５
日
（
火
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設
け

る
た
め
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

無
料
法
律
相
談
（
休
日
）

　
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
平
日
は
忙

し
く
て
相
談
に
行
け
な
い
と
い
う
方
に
、
休

日
無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
悩

み
ご
と
の
あ
る
方
は
電
話
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
１
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
12
時
20
分　

■
場　
所　
市
役
所
本
庁
舎　
１
階

　
　
　
　
　
市
民
会
議
室
Ｂ

■
対　
象　
市
内
在
住
者

■
定　
員　
５
名
（
相
談
者
１
人
に
つ
き
40

　
　
　
　
　
分
以
内
）

※
こ
の
無
料
法
律
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で

す
。
１
月
４
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か

ら
電
話
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
無
料
法
律
相
談
事
務
局

　
☎
44
‐
２
６
１
２

無
料
消
費
生
活
相
談

　

市
で
は
、
専
門
家
に
よ
る
多
重
債
務
な
ど
、

消
費
生
活
に
関
す
る
無
料
相
談
を
開
設
し
ま
す
。

■
日　
時

　
１
月
28
日
（
木
）

　
午
前
の
部　
午
前
９
時
～
正
午

　
午
後
の
部　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

■
場　
所　
市
役
所
本
庁
舎　
１
階

　
　
　
　
　
市
民
相
談
室

■
対　
象　
市
内
在
住
者

■
定　
員　
12
名
（
相
談
者
１
名
に
つ
き
30

　
　
　
　
　
分
以
内
）

■
内　
容

　
消
費
生
活
関
連
、
架
空
請
求
、
訪
問
販
売

等
に
関
す
る
消
費
者
保
護
手
続
、
サ
ラ
金
、

多
重
債
務
、
相
続
、
遺
言
、
労
働
契
約
、
社

会
保
険
に
関
す
る
相
談
な
ど

※
こ
の
無
料
消
費
生
活
相
談
は
、
完
全
予
約

　
制
で
す
。

■
そ
の
他

※
１
月
５
日
（
火
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

　
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
相
談
す
る
事
項
を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書

　
類
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

合
同
相
談

■
日　
時　
１
月
14
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場　
所　
市
役
所
本
庁
舎　
２
階

　
　
　
　
　
第
１
会
議
室

■
対　
象　
市
内
在
住
者

※
こ
ち
ら
の
相
談
会
は
予
約
不
要
で
す
。

※
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
毎
月
開
催
し
て

い
ま
す
。
行
政
、
人
権
、
家
庭
の
こ
と
で

お
悩
み
の
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

勝
沼
地
域
行
政
相
談

■
日　
時　
１
月
15
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場　
所　
勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー　
２
階

　
　
　
　
　
会
議
室
Ａ

■
対　
象　
市
内
在
住
者

※
こ
ち
ら
の
相
談
会
は
予
約
不
要
で
す
。

※
行
政
に
関
わ
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

す
こ
や
か
発
達
相
談　

　
子
育
て
の
中
で
「
子
ど
も
の
発
達
が
心
配
」

「
子
ど
も
の
関
わ
り
方
で
悩
ん
で
い
る
」「
入

園
や
入
学
に
つ
い
て
不
安
」
な
ど
感
じ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
す
こ
や
か
発
達
相
談
で
は
、
保
護
者
の
子

育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
に
専
門
ス
タ
ッ

フ
（
心
理
相
談
員
、
言
語
聴
覚
士
、
歯
科
医

師
〈
嚥
下
相
談
〉、保
健
師
）
が
一
緒
に
考
え
、

相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
こ
の
相
談
は
、
無
料
・
完
全
予
約
制
で
す

※
相
談
内
容
や
個
人
が
特
定
さ
れ
る
情
報
な

　
ど
の
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す

■
日　
時　
１
月
21
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

※
嚥
下
相
談
に
関
し
て
は
申
し
込
み
後
に
相

　
談
の
上
、
日
程
を
決
め
ま
す
。

■
場　
所　
塩
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対　
象　
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　
健
康
づ
く
り
担
当

　
☎
33
‐
７
８
１
３　
ＦＡＸ
32
‐
３
０
７
２

も
の
忘
れ
相
談　

　
も
の
忘
れ
に
対
す
る
不
安
か
ら
、
も
の
忘

れ
の
あ
る
方
へ
の
対
応
方
法
ま
で
何
で
も
結

構
で
す
。
専
門
医
が
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
１
月
15
日
（
金
）
午
後
３
時
～

※
こ
の
相
談
は
、
無
料
・
完
全
予
約
制
で
す
。

※
１
月
13
日
（
水
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
毎
月
第
３
金
曜
日
に
も
の
忘
れ

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
場　
所　
市
役
所
本
庁
舎　
市
民
会
議
室
Ｂ

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
）　
☎
32
‐
５
６
０
０
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障
害
者
陶
芸
教
室

　

障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し
た
陶
芸
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
は
じ
め
て
の
方
で
も
丁
寧
に

指
導
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
１
月
12
日
（
火
）
午
後
１
時
～

■
場　
所　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

■
定　
員　
15
名
程
度

■
参
加
費　
材
料
費　
１
０
０
円

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

「
こ
こ
ろ
の
専
門
相
談
」
の
お
知
ら
せ

　
心
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
ご
家
族

の
相
談
に
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
応
じ
ま
す
。
来
所

で
き
な
い
場
合
は
ご
自
宅
等
へ
の
訪
問
も
可
能

で
す
の
で
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
相
談
は
完
全
予
約
制
で
す

〔
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談
〕

■
日　
時　
１
月
20
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

■
申
し
込
み　
１
月
13
日
（
水
）
ま
で

〔
臨
床
発
達
心
理
士
に
よ
る
相
談
〕

■
日　
時　
毎
月
第
１･

第
３
火
曜
日
の
午
前
中

■
申
し
込
み　
随
時

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
窓
口

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
い
方
や
依
頼
を

障
害
者
生
活
支
援
相
談

時
間
外
相
談
日
（
予
約
制
）

　
平
日
の
日
中
は
忙
し
く
て
市
役
所
ま
で
行

け
な
い
と
い
う
方
、
電
話
・
来
所
に
て
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
す
べ
て
の
日
程
で
予
約
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
時
間
外
相
談
日
〕

■
日　
時　

　
水
曜
日
（
午
後
５
時
15
分
～
午
後
７
時
）

　
１
月
６
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日

　
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
午
後
４
時
）

　
１
月
９
日
、
16
日
、
23
日
、
30
日

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員　
ピ
ア
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談（
予
約
制
）

　

障
害
を
持
つ
人
の
悩
み
は
同
じ
障
害
を
持
つ

人
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

す
。
経
験
を
積
み
重
ね
た
障
害
者
自
身
が
、
同
じ

立
場
に
た
っ
て
悩
み
を
聞
き
相
談
に
の
り
ま
す
。

１
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
視
覚　
石
原　
テ
ル　
氏

　
　
　
　
☎
33
‐
２
４
８
９

■
聴
覚　
遠
藤　
養
蔵　
氏

　
　
　
　
ＦＡＸ
33
‐
９
１
９
２

■
肢
体　
羽
村　
千
鶴　
氏
（
肢
体
）

　
　
　
　
☎
32
‐
１
２
２
４

　
　
　
　
中
村　
安
孝　
氏
（
脳
原
性
）

　
　
　
　
☎
44
‐
２
２
４
０

■
知
的
障
害
児
保
護
者

　
　
　
　
田
中　
美
津
江　
氏

　
　
　
　
☎
32
‐
３
１
２
０

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

※
相
談
日
・
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ま
た
来
所
で

き
な
い
方
に
つ
い
て
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

家
族
介
護
者
交
流
会
の
お
知
ら
せ

■
日　
時　
２
月
16
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
８
時
20
分
～
午
後
４
時
30
分

■
集
合
場
所
・
時
間

○
塩
山
地
域

　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
駐
車
場

　
午
前
８
時
20
分
集
合　
午
前
８
時
30
分
出
発

○
勝
沼
地
域

　
勝
沼
支
所　
前
庭
駐
車
場

　
午
前
８
時
40
分
集
合　
午
前
８
時
50
分
出
発

■
行
き
先　
伊
豆
日
帰
り
旅
行

　
　
　
　
　
（
バ
イ
キ
ン
グ
、イ
チ
ゴ
狩
り
等
）

■
参
加
費　
１
，
０
０
０
円

■
対　
象　
甲
州
市
内
に
お
住
ま
い
で
市
内

　
　
　
　
　

在
住
の
高
齢
者
を
介
護
さ
れ
て

　
　
　
　
　
い
る
方

■
定　
員　
25
名
（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

■
締
切
日　
１
月
28
日
（
木
）

※
集
合
場
所
ま
で
の
送
迎
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、申
し
込
み
の
際
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
や
さ
し
い
手
甲
府　
甲
州
事
業
所

　
☎
44
‐
４
１
１
４
（
岩
波
・
新
谷
）

し
た
い
方
な
ど
を
対
象
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　
ま
た
開
設
日
に
限
り
電
話
で
の
相
談
も
受

け
付
け
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
１
月
19
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

※
毎
月
第
３
火
曜
日
開
設
予
定

■
場　
所

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
事
務
所

　
（
市
役
所
地
下
１
階
）

☎
０
５
０
‐
８
０
０
２
‐
５
１
２
２（
開
設
日
の
み
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会　

　
☎
44
‐
２
６
１
２

介
護
者
の
会
『
四
つ
葉
の
会
』

例
会
の
お
知
ら
せ

■
日　
時　
１
月
14
日
（
木
）
午
前
11
時
～

■
内　
容　
温
泉
に
つ
か
り
な
が
ら
心
身
の

　
　
　
　
　
疲
れ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
交
流

■
場　
所　
勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
集　
合　
甲
州
市
民
文
化
会
館
表
駐
車
場

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
集
合

■
対　
象　
会
員
、介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
方
、

　
　
　
　
　
介
護
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方

■
持
ち
物　
入
浴
に
必
要
な
タ
オ
ル
等

■
会　
費　
５
０
０
円

■
申
込
方
法

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
電
話
に

て
１
月
12
日(

火)

ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
）　
☎
32
‐
５
６
０
０
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日下部警察署・各種防犯団体

下校時間帯に
子どもの見守り活動を

みんなでつくろう安全・安心のまち

不動産無料相談
■日　時　1 月 21 日（木）午後１時～３時
■場　所　杜の交流館（峡東森林組合）
　　　　　☎３３ ‐ ２９０１
◆申し込み・お問い合わせ先
　　　（社）山梨県宅地建物取引業協会　相談室
　　　　　☎０５５ ‐ ２４３ ‐ ４３０４

市の人口 ※平成 27年 12月 1日現在
（　　）内前月比

	 人口	 33,328人	 （＋ 8人）
	 男	 16,115人	 （＋ 2人）
	 女	 17,213人	 （＋ 6人）
	 世帯	 13,257世帯	（＋ 5世帯）

１１０番通報の正しい利用の推進

１１０番通報の適切な利用について
ご協力をお願いします！

「いつ」「どこで」
「何が」「犯人は」
「負傷者は」
「あなたの住所、氏名」
などをお尋ねします。
落ち着いてお話ください。

１１０番は
緊急ダイヤルです。

電話詐欺は１１０番通報をお願いします。
緊急性のない１１０番通報は、
真に緊急性のある１１０番通報に対する
対応の支障になります。
落とし物や運転免許証の更新手続き等に
関する問い合わせは、
最寄りの警察署、交番、駐在所に
お問い合わせをお願いします。

※相談ごと等については、
　警察本部総合相談室「♯９１１０」
　もしくは、
　☎０５５ ‐ ２３３ ‐ ９１１０へ！

♦お問い合わせ先
　警察本部通信指令課
　☎０５５ ‐ ２２１ ‐ ０１１０

犯罪現場はそのままに
「外出先から帰宅したら家の中が荒らされてい
た！」など、泥棒による被害に遭ったとき、犯罪
の現場を発見したときは、落ち着いて次のような
対処を願います。

★ポイント★
①犯罪現場はそのままにして、現場などに
立ち入らないようにしてください。

※犯罪現場には指紋や足跡など犯人が残し
た痕跡がたくさんあります。

②すみやかに１１０番通報または最寄りの警察署ま
で届け出てください。

※状況をお聞きし、指紋や足跡を取らせ頂くことが
あります。警察では、こうした痕跡を犯人を捜す
手がかりとしています。

泥棒は、様々な方法で皆さん
の財産を狙っています！

　こうした犯罪から皆さんを守るため、事件をいち早
く解決するためには、何より皆さんのご協力が必要不
可欠です！！
　犯罪の被害にあった場合は、犯罪現場はそのままに
して直ちに警察に届けてください。
　ご協力よろしくお願いします。
♦お問い合わせ先
　日下部警察署　刑事課
　☎０５５３－２２－０１１０

温かな善意ありがとうございました
◎公共施設整備事業へ
　奥山二郎さん（東京都）
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★お問い合わせ先★
　勝沼図書館 ☎４４‐３７４６
　塩山図書館 ☎３２‐１５０５
　大和図書館 ☎４８‐２９２１
　甘草屋敷子ども図書館 ☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib -koshu.jp/

◆甘草屋敷子ども図書館第４７回企画展・２０１６東日本大震災復興支援イベント
　『はなちゃんの　はやあるきはやあるき』絵本原画展
☆会期　１月６日（水）～３月２７日（日）
☆会場　甘草屋敷子ども図書館
　「だれも泣かず、だれもぐずらず、それはそれは立派だったんですよ」
　毎月の地道な避難訓練のおかげで、東日本大震災において９０名の小さな
命を守ることができた岩手県の野田村保育所。園児のはなちゃんは、はやあ
るきの練習をがんばります。
　「自分で　自分を　守るのですよ！」と言う園長先生の言葉を信じて…

★関連イベントのご案内
　「～東日本大震災を忘れない～
　　　９０名の小さな命を守った、ある保育園のお話」
☆日時　２月２１日（日）午前１０時３０分～　甘草屋敷子ども図書館にて
　　　　《定員　３０名。参加のお申し込みは塩山図書館まで》
　岩手県久慈市在住の詩人：宇部京子さんが野田村保育所の職員さんから聞いた園児たちの姿・・・。震
災から４年近くたっても心にずっと残っていたその姿を元に、この絵本を作られたそうです。　子どもだ
けでなく大人の皆さんにも聞いてほしい「自分で自分の命をまもることの大切さ」を伝えるお話です。

◆勝沼図書館　新春映画会
★ １月９日（土）　午後２時～
　　「アニメ　ジャングル探検」
★１月１０日（日）　午後２時～
　　「お・た・の・し・み映画会」
☆会場　両日共に勝沼図書館視聴覚室

◆市内図書館「本の福袋」貸し出し
　図書館員のおススメする本のセットです。い
つも自分で選ぶ本とは違う本にチャレンジして
みませんか？
　何が入っているかは借りてからのお楽しみ！

（貸出開始時間は、上記年始開館日と同じです）
●勝沼図書館　◎大人向け１５袋
　◎子ども向け１５袋　◎絵本セット１５袋
●大和図書館　◎大人向け２袋
　◎子ども向け２袋　◎絵本セット１袋
●塩山図書館　
　◎大人向け２０袋　◎子ども向け１０袋
●甘草屋敷子ども図書館
　◎絵本セット２０袋
※全て貸し出された時点で終了となります。

◆市内図書館年始開館のお知らせ
＊勝沼図書館及び大和図書館
　１月５日（火）午前１０時～
＊塩山書館及び甘草屋敷子ども図書館
　１月６日（水）午前１０時～

◆知的書評合戦ビブリオバトル
　ＩＮ塩山⑧
☆日時　２月２０日（土）午後５時 30 分～
☆会場　塩山図書館カウンター前
※観戦の申込は不要です。当日時間までにお集
　りください。

◆まーの・あ・まーの
　おはなし会
☆日時　１月２４日（日）午前１０時３０分～
☆会場　勝沼図書館　　　
☆内容　手話による読み聞かせとアニマシオン
　　　　『おふくさん』服部美法／著
　　　　大日本図書

『はなちゃんの　はやあるきはやあるき』
宇部京子 / 作　菅野博子 / 絵　岩崎書店



◆お申し込み・お問合せ
　政策秘書課　秘書・広聴広報担当　TEL32-5063
　ホームページアドレス http://www.city.koshu.yamanashi.jp
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　　	愛
ま

凛
りん

ちゃん（１歳）

2 人でパパとママを選んでくれて
ありがと。いっぱいの愛をもって
凛と強く、大きな夢に翔いてね！

父・大介さん、母・桂子さん
（下塩後）

杏奈ちゃんの笑顔最高です。
元気に明るく育ってね♡

父・昭栄さん、母・若奈さん
（下塩後）

久
く
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田
た

	暖
だん

くん（２ヶ月） 三
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森
もり

	杏
あん

奈
な

ちゃん（９ヶ月）

わが家のスター

パパとママの所に生まれてきてくれ
てありがとう。パパとママのかけが
えのない宝物。暖くん大好きだよ♡

父・佳さん、母・亜美さん
（西野原）
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〒 404-8501　山梨県甲州市塩山上於曽 1085 番地 1　☎ 0553-32-2111　FAX 0553-32-1818

「わが家のスター」では、元気なお子さんの写真を募集しています。
ご両親のコメントを添えて広報担当までお申し込みください。


